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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

原発事故後に更新した１年目のコナラ萌芽枝及び３年目のコナラ植栽木において、土壌の交

換性 K 蓄積は放射性セシウム移行を抑制する大きな要因となっていた（主な参考文献）。そこ

で、原木としての利用適期に近いコナラでも同様か、事故直後に萌芽更新し 11 年が経過した林

分（12 年生／図-１）において調査した。その結果、材への 137Cs 面移行係数と土壌交換性 K 蓄

積量に負の相関が認められ（図-２）、利用適期間際まで成長したコナラでも土壌交換性 Kは重

要な要因であることが確認された。 

 

（１）調査地は、田村市都路町に所在する 2.1ha の落葉広葉樹林で、福島第一原子力発電所から

の距離は約 25km。平成 23 年２月に皆伐され、事故後に萌芽が発生した。 

（２）コナラ材は、令和３～４年に 17 本の立木の地上 50cmの部分から木工ドリルを使って採

取し、土壌は調査木周囲の３箇所から 100ml採土円筒で深さ０～5cm 部分を採取した。 

（３）材及び土壌の 137Cs 濃度から、面移行係数（材の 137Cs 濃度／土壌 137Cs の面積当たり蓄積

量）を算定し、土壌から材への放射性セシウム移行の目安とした。なお、137Cs 濃度は令和

３年９月１日を基準日として減衰補正した。 

                                                                                                                            

２ 期待される効果 

（１）きのこ原木林利用再開に向け、林分における将来の放射性セシウム濃度予測等に活用でき

る。 

 

３ 活用上の留意点 

（１）植栽木では、根の未発達等の要因により同様の傾向となるのは３年生以降となる。 
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図-２ 土壌交換性K蓄積量とコナラ

材への 137Cs面移行係数の関係 

図-１ 調査地の概要、及び林況 
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